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1. はじめに

あまり離れていない 2地点で，地磁気短周期変化の様相が著しく異なるという乙とが，各地で知られてい

るが，乙れは，海水も含めた地殻やマントノレ上部の電気伝導度の不均一性により，誘導電流が局地的に異な

るために生じる現象であると考えられる。乙れを，電気伝導度異常 (ConductivityAnomaly : CA）という。

CA については世界各地で調べられてきたが，陸部が中心であった。縁海やサブダクションゾーンなどの電

気伝導度構造を調べるには海底観測は不可欠であるが，海底において地磁気の時間変化を測り，海底での電

気伝導度の異常が求められるようになったのは1967年（Fillouxkよる）の乙とであり，我が国で海底磁力計

lとよる地磁気観測が行われるよう lとなったのは，乙乙数年の乙とである（ Yukutake et al. 1983, Naito 

et al. 1984）。

現在，大陸棚調査室では，大陸棚調査のーっとして地磁気全磁力の測定を行っているが，その日変化補正

に使うために海底磁力計によって地磁気の時間変化を観測している。第4回大陸棚調査(1984年10月～11月）

では，海底磁力計を沖縄トラフの中ほど（北緯26度31分，東経126度32分，水深1,851m，の地点） Iζ投入し

た。そ乙で，沖縄トラフ付近の地下深部の構造についての情報を得るために，その海底磁力計で得たデータ

を使って，沖縄トラフにおける CAについて調べてみるととにした。

2. 海底磁力計とそのデータについて

使用した海底磁力計（ガウス社製； OBMS4）は，超音波の信号を合図K，おもりを電食によって切り離

す自己浮上型で，センサと記録部及び電池（リチウム電池）は，球形のガラス製耐圧容器に入っている。セ

ンサはフラックスゲート型で， 3つのセンサがそれぞれ直交するようとりつけられており，背景磁場打ち消

し方式Kより O.lnTの分解能で地磁気3成分が測定できる。データは紫外線消去式 PROMK書きとまれ，

変化分データ 360計測どとlζその時点、の打ち消し磁場の値を記録するという方法で， 64,800データ（ 1分計

測で45日間）収録可能である（Segawaet al. 1982, Segawa et al. 1983）。

今回は， 1984年10月14日2時25分から11月13日19時26分（U.T.)（ただし， 10月16日9時2分から10月18

日15時38分までは欠測）までの l分毎の地磁気3成分を測定した。

得られる 3成分については，センサがジンパJレで＝吊り下げられているので，傾いた姿勢で、海底iζ置かれて

も，鉛直成分は鉛直になるようになっている（補償範囲土30つ。また，水平面内で・の向きは，測定されたX

およびY成分の磁場の強さから平均的な磁場の方向を求め，それがその地点での磁場の方向と一致している

として， X軸とY軸がそれぞれどの方角を指しているかを推定した。

海底磁力計によって得られたデータの日平均を時間軸に対してプロットすると，値が大きくドリフトして
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いる乙とがわかる（第1図）。乙れは，

電池の起電力の低下と雌性lとよるら

しく，メーカーはその影響を取り除

く方法を検討中である。改良型の

OBM Ssでは，電池を容器の外lζ出

したものが作られている。乙のドリ

フトを補正するため，台湾のjレンピ

ン（北緯251交O分，東経121度10分；

交通部電信研究所）における地峨気

データの日平均と海底峨プj計データ

の目、｜三均との差をとり，その差をH寺

｜闘に｜期する三次｜長l数で近似して，海

底磁力計データlζ上のせした。

解析には， ドリフト補正済みの海

底磁力計データのうち，磁気あらし

のあった10月19日の 311寺O分から10

月20日の18時59分までの毎分値を使

った。また，付近の観測点、として鹿

児島県の鹿屋（北緯31度25分，東経

130度53分；気象庁地磁気観測所）

Kおける同じ期間の毎分値について

も，同じ解析を行った。
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第 1図 海底磁力計で得られたデータの日平均値

(1984年10月19日～11月12日； Z：鉛直成分 H：水平
成分 D：偏角）

3. 解析方法

湾型変化なと‘の地磁気の短周期変化を調べると，他の地域lζ比べて大きな鉛直成分の変化がしばしば見出

されるが，その場合，鉛直成分の変化の形が，水平成分の変化の形とほとんど閉じである（第2図）。鉛直成

分の変化と水平成分の変化がたいへん良い相関をもっ乙とから，＠.角座標における変化ベクト Jレの3成分を，

ムH C北向き），ムz（下向き），ムD （東向き）とすると，各周波数（ f ）に対して
ムZ (f) =A(f）ムH(f)+BCf)6D(f)

という関係が，近似的lζ成り立つo 乙乙でA, Bは周波数lζ関する複素関数で，変換関数（transferfunction) 

と，よばれる。乙れらはそれぞれ，次の式によって得られる＠
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乙ζで， PttHとPDDはそれぞれ，ムH，ムDのパワースペクトルで， PttDやPz Hなどは，ムHとムDの，

あるいはムZとムHの，クロススペクトノレである。

乙のA, Bの実部をそれぞれAu,Buとおくと， ζれらを使って，長さが（Au2+ Bu2 ）！で，南から時計
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乙のベクトルを indue-

tion arrowとよび，それは，

地磁気変化の異常の原因と

なっている高い電気伝導度

をもっ媒質の方を指す。

る。

1984年10月19日3時から10月20日19時（U.T.）までの海底磁力計

(OBM）と鹿屋 CKNY)

第2図(Honkura 1978) 

の地磁気変化

D：偏角）Z：鉛直成分CH：水平成分解析結果4. 
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計算lζよって transfer

functionを求め，その結果

得られた，周期60分lζ対す

で，周期5分lと対するindue-

tion arrowを破線で，第3

図iζ示した。ただし，海底

磁力計データでは数分程度

の短周期の変化は海7)<Iζよ

ってシーjレドされてしまっ

たため，周期5分の arrow

は得られなかった。周期5

分の arrowは，ほとんど海

るinductionarrowを実線

~ 

‘ 
の影響だけを示していると

2本のベ考えられるので，

クトノレの長さの違し、から，

沖縄トラフ付近の Inductionarrow 

（実線：周期60分

第3図

鹿屋では，良導体が海側で

盛りあがっているような地

下構造が想像される。 破線：周期5分）

一方，沖縄トラフの海底

induction arrowはでは，

OBM設置点付近で今までに得られてい乙の arrowの方向について，南西諸島側lζ良導体を示唆している。

（第4図）を参考にして，少し考えてみた。 arrowの方向に影響を与えている可能性のあ

プレートのもぐり乙みにより南西諸島の下に水が供給

arrow 

る地球物理データ

る乙とがらとしては，海溝部で海水層が厚い乙とや，

されている乙と，海溝陸側斜面lζ厚い堆積層があるとと，などが考えられるであろう。さらに， ζのくらいの周

期の induct~on arrowは，上部マントノレの部分溶融層を反映していると解釈するのが一般的であり，

p
h
d
 

n〈
υ



、~

(A) 

」」旦~

・_,,,//A ¥:. 

' s(HFU) 
5 

4 

3 

(8) 
，、，~、，、，v、，、品d、，、，

．－． 。・ 0・．。．
Ot " 

・－
ー『一一一－一一－－•－－－－ーーーγ一一一一一一一一ー 100

... 0 ．． 
．・

－ 

－－－－－一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一200

' 

。 O(km) 

」」盟主L

(C) c:J km) 

6 

」」旦主主J
12 

(D) 0(km) 

相

3.3 
-20 

」盟主主」

第4図 OBM設置点付近で今までに得られている地球物理学データ CTは南西諸島の位置を示し，断面は

海溝にほぼ直交するようにとられている）

(A) 地殻熱流量分布（Watanabe1977) 

(B) 震源の垂直分布（木村他 1983) coの大小はマグニチュードの大小を，図上の波線は沖縄トラ
フの位置を示している）

(C) 地殻断面図（木村 1983) （数字はP波速度（km/sec）を表わす）

(D) 地殻構造のみによって重力異常が説明されるという立場から得られた地殻断面図（瀬川 1976)

（数字は密度（g / cm3ノを表わす）
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の方向からすると，フィリピン海プレートの下のアセノスフェアの影響か，南西諸島の下の部分溶融層の影

響をうけていると考えられる。しかし，沖縄トラフ側では，地殻熱流量がたいへん高く，浅いと乙ろに高熱

源が考えられるので， arrowがその影響をうけていないように見える乙とは，たいへん興味深い。今後，さ

らに解析をすすめると同時に，付近の他の地点についても観測を行って，それがどういう状態を示してい

るのか， トラフ下の浅いと乙ろでは，高温だけれども高い電気伝導度を示すほどには部分溶融がすすんでい

ない，と解釈して良いのかどうか，などについて調べていかなければならない。具体的には，鹿屋のデータ

を基準にして，海底磁力計の水平成分のデータの周波数に関する減衰曲線を求めて，モデ、jレ計算によるfit-

tingを行い，沖縄トラフの下の電気伝導度構造を推定していくつもりである。
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